
『川からのまちづくり』 

講師：中村英雄（ＮＰＯ法人新町川を守る会会長） 
コメンテーター：江川直樹（現代計画研究所） 

 

● 講師紹介 

Ｃ： 本日お話頂きますのは、「ＮＰＯ法人新町川を守る

会」の会長をされております中村英雄さんでございます。

徳島からわざわざお越し頂きました。「新町川を守る会」の

活動については聞いていただければそのユニークさが分

かって頂けると思うんですけれども、中村さんは、１９９０年

に「新町川を守る会」という会を設立されまして、昨年ＮＰ

Ｏ法人として登記されています。この会の活動は多方面

に渡って賞をもらわれています。環境庁長官賞、自治大

臣賞、第一回都市環境デザイン大賞など、様々な賞を受

賞されています。たまたま今日の徳島新聞ですけれども、

これにも会の活動の事が載っております。ひょうたん島っ

て後でご説明があると思いますけれども、そのひょうたん

島を舞台にした官民一体の街づくり活動が全国的にも高

く評価され、これまでに多数の賞を獲得しているという事

で紹介されています。非常に面白いお話しになると思い

ます。私は実は別の所で一度お聞きしておりまして、本当

に興味深いお話ですし、目から鱗みたいな話だと自信を

持って言えます。それでは、よろしくお願いします。 

 

● ３千円払いますと川を掃除する権利を与えます 

こんにちは。新町川を守る会の理事長の中村です。大

阪まで呼んで頂いて有難うございます。大阪へは、徳島

駅を出て阪急３番街まで車でちょうど２時間位で着きます。

徳島は人口が２６万５千。それで非常に川が多くて、大阪

も川の多い”水の都”と言うんですけど、徳島もほんとに川

が多くて川の数が徳島市内に１３８流れております。 

大阪の川と比べますと、徳島の川の方は非常にこう水

の所まですぐ寄っていけます。川が満潮になる時には、

公園のところで水に手を伸ばしますと水に触れます。大阪

の方はちょっとここらで護岸を見てみるといつもこう非常に

パラペットが高くて、それから矢板を打ってあって、なかな

か水とは遠いなあと。水の都と言った時にやはりもっと水と

触れたらもっともっと水も綺麗になるんじゃないかなと思い

ます。 

徳島の私達が活動しているこの新町川っていうのは、

徳島市の中心部を流れておって徳島市のシンボルにな

っております。ちょうど吉野川の水を入れておりますので、

吉野川の支流になっております。昭和２０年位までは非常

にきれいな川であったんですけど、それからどんどんどん

どん汚れていって、昭和３０年代、４０年代、５０年代ぐらい

までほんとうにこうどんどん汚れてきました。昭和４０年ぐら

いの時にはもう、徳島は阿波踊りの所なんですけど、阿波

踊りの言葉の中に「新町橋までいかんか来い来い」ってあ

るんですけど、この新町橋のところで昭和４０年くらいの時

はあんまり臭くて、観光客の人に格好悪い言うんで、消臭

剤を撒いておったくらいです。その時は魚なんかもう一切

いなくなりました。昭和４０年代、５０年代は魚が一切いなく

なったんですけど、今はもうかなりその新町川にも魚が４０

種類くらいおります。年々年々変わった魚が入ってくるよ

うな気がます。ちょうど、汽水域って言うよりも海水が入っ

てくるところで、海の魚がほとんどなんですけど、チヌとか

スズキとかイワシなんかおったりとか、スズキなんか６０㎝

ぐらいのが今では釣れます。 

川掃除を始めたのはちょうど平成…、特に会をこしらえ

てしたのが平成２年からなんですけど、どんどん川が綺麗

になってくると、川の縁の建物がどんどん変わってきまし

た。新町橋への、徳島駅を下りるとすぐ新町川に突き当た

るんですけど、そこに新町川水際公園ていうのが平成元

年に出来まして、その後そこで新町川を守る会を作りまし

た。毎月一日と第３土曜に船４隻くらいを出して掃除して

るんですけど、ずーっとこの１１年間ぐらい続けております。

多いときには月に、この２ヶ月前、８月には台風なんかが

来て一ヶ月に１４回ぐらい掃除に出て行きました。会は、

出来る人が出来る時に出来る事を、といって誰でも好きな

ときに来なさいということで、一応会員になりますと川を掃

除する権利を与えます。会費は年会費を３千円貰ってい

ます。３千円払いますと私達の方の会に入る権利を与える

ということで、法人が３万で、今平成２年に始めて会員数

が２５０名位になりました。 

そういった掃除をするのと、他にもまたそこで皆が川に

親しめるようなイベントなんかも仕掛けていきます。そして

新町川だけでなしに、新町川の水というのは吉野川から

来てるから、吉野川の方もやっていくということで吉野川

の方もする。そうしたら吉野川の上流も行かないかんとい

うことで今高知の方まで行ってます。早明村ダム、ちょうど

四国の水がめということなんで、いつも四国の早明村ダム

が、水が渇水になった時に大川村の役場がいつも映って

くると思うんですけど、そういう所まで木を植えに行ったり

とか、また山の方だけで無しに今度は紀伊水道の一番端

の所に、四国の一番東の端に伊島と言うのがあるんです

けどそこの方にも掃除に行きます。 

そこはもう大阪湾のゴミがみな集まるようになっておりま

すので、海岸のゴミを掃除しますと大阪から来たのもだい

ぶあります。海流の関係上ものすごく流れ着くようになっ

ておりますので、今年も５月に行ったんですけどその時で



も…、一旦船に積んで帰ってくるんですけど１０㌧車で３

回か４回ありました。それは島の掃除ですから私達の方で

「ゴミ拾いツアー」というので会費を取って掃除しに行って

ます。それでも島まで船で行きますのでチャーターする船

も５，６隻ですからあまり多く行けませんので、２００名位が

行きます。島の人口が２００名ぐらいです。そこには水道が

ありませんのでトイレも全部持参しての掃除なんですけど、

２００名ぐらいが行きます。昨年からその島の掃除をしてい

るんですけど、今年はようけ申し込みがあって２００名くら

いで締め切りました。そういうことをしていくと、ものすごく

島の人との交流というのが出てきまして、漁師との交流も

出てくる。いろいろこの川掃除なんかもどんどんしていき

ますと、住民がどんどん先頭に立ってやっていきますと行

政もどんどん後からついて来てくれるし、やはりそれから

周辺の建物もどんどんどんどん変わっていきます。新町

川の水際公園が平成元年に出来上がったときに、公園は

きれいに出来たんですけど対岸が汚かったんですけど、

今はもう見違えるようになってきました。そしてレストランな

んかも建ったりとか、マンションなんかでも川が見えるから

ということで売り出しています。川が綺麗になると市民も川

の方に目を向け出して、どんどん街が変わっていくなあと

いう気がします。それもやはり行政がするんで無しに住民

がしていくということが大事じゃないかなと。今徳島で色々

公園づくりとか水際の公園づくりとか色々してるんですけ

ど、やはり行政がするというよりもまず住民が先にしていっ

て、そして行政が一緒になって。今“住民参加、住民参

加”よく言うんですけど、住民参加と言ってる時には住民

参加になってないような気がします。私はいつもよくよそ

へ行く時には、住民参加でなしに「行政参加の街づくりを

しましょう」と言うんですけど、とにかく住民が先に動いて

いきますと行政は必ず後からやって来てくれるように思い

ます。それになった時に初めて「住民参加」でないかなぁ

というような気がします。では、掃除のスライドを見ながら

そういうような話をさせて貰いたいと思います 

 

● ４ｔ車に一杯位のゴミはいつも集まってきます 

徳島市です。一番上の方が吉野川で川幅がちょうど上

の橋が２本写っている所でこれでちょうど川幅が１㎞ある

…１㎞とちょっとあります。徳島で特にやかましく言われと

った、今いったん落ち着いてるんですけど、第十の堰って

いうのはここから、この橋から１０㎞ぐらい行った所の上流

の方にあります。これがちょうどひょうたん島です。もともと

ひょうたん島とかいうのは無かったんですけど、私達の方

が平成元年に水際公園が出来たときにここでひょうたん

一周ボートレースというのを始めました。その時「ひょっこり

ひょうたん島」というのがあったもんですから、ひょうたん

島一周ボートレースというのですれば、ＮＨＫがちょうど放

送しましたのでそれで、もう、「ひょうたん島ひょうたん島」

と言い出したら徳島市の方でも「ひょうたん島」に定着して

きました。新町川っていうのがここの吉野川からこう入って

こちらの方向へずーと流れて、海までの間の６.９㎞です。

これを舞台にしていろんな活動をしております。 

  

ちょうど上空１５００ｍの所から映したひょうたん島です。

こちらの方が今の新町川、こちらの方がすけとう川という

ふうになっております。徳島駅がちょうどこの場所にありま

す。私達がよく活動している所は、この新町川水際公園。

この辺りが新町川水際公園になっております。ここらが県

庁です、徳島の。市役所がこの辺りです。 

 

こういう様な船４隻くらいでいつもだいたい掃除します。

こういうような船に乗りまして、ずーと網でゴミをすくってお

ります。非常に原始的な方法なんですけど、やはり機械で

掃除するとか言うんじゃ無しに市民がああいうような形で

掃除しているんだから放らんようにしようという、そういうよ

うな気持ちが出来たらなということで出来るだけ網で掬っ

て、そうして拾っております。ゴミは平成２年の時からずー

と会を作ってから掃除してるんですけど、いつでもだいた

い約４ｔ車に取りに来て貰っております。４ｔ車だいたいい

つもいっぱいになります。ゴミはスーパーのトレーとか、そ

れから生ゴミ、空き缶、量は少ないんですけどたばこの吸

い殻とかそういうものがほとんどです。平成２年の時には

まぁもの凄かったんですけど今はまぁ大分減ってきました。

それでもいつも４ｔ車に一杯くらいのゴミはいつも集まって

きます。 

 

これも掃除しているとこなんですけど、ちょうどこれが平

成元年に出来ました新町川水際公園です。その前のそこ

の所を出たとこなんですけれど、ゴミには動物で言うと犬

とか猫とか鶏とかかなりあって、今まで変わったところでは

動物では豚がありました。豚あげるのは大変だったんで

すけど、それから前に一回、この船が置いてあった所で

人もありました。私達の方の会員の中では、人間を１０数

人か２０人あげた人もいます。 

 

一番前が、先頭が徳島の県知事です遠藤さんです。

私達の方の会員は議員さんは入れんということにしていま

す。（もしくは、）議員さんの場合は年３回掃除しに来てく

れるという事を義務づけております。３千円払っても年３回

来ないかんという事にしておりますと、今のところ知事さん

だけが年３回来ております。今年は５月と７月ともう一回来

て、今年はもう合格しております。 

 

● なかなか掃除はタダではできません 

これちょうど県庁の前なんですけど、こういう様な船。こ

れは環境事業団から５０万円頂きまして、その時たぶんそ



れが９０万円位かかったと思うんですけど、５、６年前に購

入した船です。川の掃除をするのにはこれはもう、県庁の

職員、それからデザイナーの人とか職業はもういろんな人

がおります。一応警察官がおらんかなというだけで後は大

体おります。建築士の人もだいぶ入っております。掃除す

るのはこういうような船４隻ぐらいがちょうど良いところで、

こういう様な船３隻は私達の方で持ってまして、あと１隻こ

ちらの船は漁師さんから持ってきて貰っております。これ

以上に増えますと１隻借りるのに２万円位かかります。で

すから４年くらい前に青年会議所の全国大会がありまして

その時に２００人が掃除に来てくれると。船のお金だけ、

掃除に来るのは結構ですけど１人３千円で、それから６０

万お願いしますと言ったら６０万出してくれました。１５名ぐ

らいの時までだったらちょうど１万円位で掃除出来るんで

すけど、ようけ人数が増えてきますと、５人増える度に２万

円ずつかかってきます。それは参加する人に出して下さ

いというような風で言っております。教育委員会なんかで

学校の先生で５０人来ますよ１００人来ますよ言うんですけ

ど、掃除に来たらタダで出来るように思っとるんですけど、

なかなか掃除はタダでは出来ません。私達の船で行きま

すので船のお金がかかってくるわけです。ここで使ってい

るゴミの袋なんかは自前で買っております。 

 

川でも先ほどの新町川の方は少ないんですけど、外れ

て来ますとこういうふうに自転車がいっぱいある所もありま

す。徳島市は下水道が非常に遅れておりまして、徳島県

全体で言ったら１０％ぐらい、下水道の普及率が。全国で

も和歌山が一番悪くて、その次が徳島。徳島も和歌山に

追い越されそうなくらい悪いです。徳島市内でも２７％２

８％ぐらいの下水道の普及率です。ちょっと変わった所に

行きますとこういう様な形で今も自転車が沢山あります。ま

ぁこういう所までやはり綺麗にせないかんと。水の都徳島

にしていこうという時に「溝まで綺麗な川」とかいう形で、と

にかく常に取り組んでおります。 

 

新町川水際公園から出発して毎月１日と第３土曜日に

掃除するんですけどその時間は決まっておりまして、お昼

の１時～３時まで。これは四国電力さん。電力さんは毎月

１日の日がｗｅｅｋ ｄａｙの時は掃除にやってきます。年に

それですから７・８回はこういう形で参加してくれておりま

す。この日は四国電力の支店長が一緒に来てくれてこう

いう形で掃除しました。なかなか企業の方はまだ少ないん

ですけど、企業がどんどん入ってきてくれますとだいぶ変

わってきます。 

 

これ昨年、一つ変わったゴミを集めてみようということで、

１０・１１・１２月で新町川に流れている変わったゴミを集め

てみました。ゴミ１００選というのをしたんですけど、だいた

いこういうようなゴミが流れております。ベットもあるし、こん

な応接セットもあるし、洗濯機もあるし、ゴミを捨てたらいか

んという看板なんかもあるし、警察の看板もあるしで、いろ

んなもんが流れてきます。夏の間こんな事して溜めてしま

うとものすごく臭いんですけど、冬の間は溜めてもいける

ということで、昨年のクリスマスのときに集めてみました。 

 

● 吉野川と養子縁組をしています 

新町川を綺麗にするのには、新町川の水というのは吉

野川の水を入れて綺麗にしております。最初新町川がど

んどん汚れてきたときにはここの吉野川から新町川に入っ

てくる所にキ門があって、このキ門を入ってくると次に閘門

というのが造ってあります。満潮になりますとその閘門を閉

めまして、そして吉野川の水を引き入れて下流の方に流

していく。閘門を開けておりますと吉野川の方の流れが速

いもんですから吉野川の方に流れてしまいます。それで

満潮になった時、閘門を閉めて新町川の方にずーと水を

流すようにしております。それが昭和５４年に４ｔ、平成４年

に３ｔ、平成７年に３ｔ。今、毎秒１０ｔの水を新町川の下流

の方に流しております。対症療法なんですけどそれでよ

っぽど川が変わってきました。最初の内は、平成２年や３

年とかいう時だったら川の所は全部ヘドロだったんですけ

ど、今どんどん吉野川の水を入れて、砂もどんどん入って

きますのでヘドロの上に砂が乗って、船が通っても前であ

ればヘドロで黒くなっておったんですけど、今は大分砂

の色がするようになってきました。 

 

これはアドプトプログラムと言って吉野川と養子縁組を

しています。建設省と県との方が徳島県のほうで事務局を

引き受けまして吉野川との養子縁組をして一定期間を掃

除するということです。私達の方がこの吉野川橋からちょう

ど９００ｍの間を養子縁組結びまして掃除しております。２

年ほど前から始まったんですけど、今はこの吉野川を清

掃するというので６０か７０団体くらいが責任を持って掃除

するようになりました。一応年に３回ということに、県とか建

設省との契約は１年間に３回ということになっておるんで

すけど、私達の方は毎月第２日曜日に清掃してます。この

前行って来たんですけど、やはり年に３回がなかなか難し

くてやはり毎月１回はせないかんという事で第２の日曜日

にしております。掃除が済んだ後食事会をするようにして

おりまして、この前はうどんであったんですけど、最初のう

ちは伊勢海老のみそ汁とか、渡り蟹のみそ汁とかいろい

ろそういうものをしておりました。だんだんお金が無くなっ

てきまして今はうどんになっております。 

 

● ゴミの撤去費も会費で払っています 

だいたいこれぐらいのゴミは吉野川でも集まってきます。

これは９０㍑入りの袋です。これでも一般廃棄物として取



って貰っておりますので自動車のタイヤなんかは持って

帰ってくれません。それで自動車のタイヤは特別私達の

方で持って帰ったりしています。それと河川敷ですからテ

レビとか冷蔵庫とかが大分捨ててあります。テレビとか冷

蔵庫を拾って帰るとその都度３千５百円こちらが払わない

かんという事になる。やはり市民が汚したんだから市民の

手で掃除していこうということで始めておりますのでこのゴ

ミの撤去費も全部自分達の方の会費で払っております。

一回取って貰うのが７千円です。７千円払って取って貰っ

ております。ほかの徳島県の団体ではこんなに多くゴミが

出てきませんのでどこかの所に、行政の方に取って貰っ

ているのだろうと思います。私達も１０年にわたって掃除し

ておりますので、ゴミ集めの専門の様になっておりまして

ものすごくゴミを集めるのが上手になっております。こうい

う所に来る会員そのものは２０人３０人なんですけど、食事

会をするということで周辺の人も集まって貰ってます。で

すから多いときには１００名位が掃除に参加してくれてい

ます。一緒に交流して、吉野川を見ながら食事をするとい

うような事をしております。 

 

これは年に１回だけ行っておる所なんですけど、四国

の一番東の端にある紀伊水道。紀伊水道の所に浮かぶ

伊島というのがありまして、そこへ掃除に行っております。

海流の関係上もの凄くそこへゴミが集まってきます。それ

で１年に一回、漁師さんも一緒に掃除に行こうという事で、

これ最初漁師の方からあったんですけど、紀伊水道も今

魚が昔と比べると随分減っております。阪神大震災の後

は、大きな瓦礫が底引き網でしますともの凄い引っかかっ

てきます。海が荒れてると。魚が取れんとか言って漁師さ

んも一緒になって掃除をしたいという事で、漁師さんと一

緒になって掃除をしております。ここへ行くのは年に１回

なんですけど、ゴミ拾いツアーといって一応皆から会費を

取って掃除に行ってます。それでも今年は奈良、淡路、

高知、県外からもだいぶ、１０名～２０名程の参加者があり

ました。掃除の済んだ後は全部地元の漁師さんの方で、

婦人部の方が食事をしてくれます。 

 

こういう形で海岸線にもの凄いゴミがある。この見えるだ

けのゴミじゃなしに、この底に２ｍか３ｍくらいずーと昭和３

０年ぐらいからゴミが溜まっておりますので、なかなか上の

ゴミだけとってもだめです。こういうような人だけで行っても、

私どもが行ってもなかなか掃除はできんなと思うんですけ

ど、まぁあと４，５年続けてその後はもう行政の方にお任せ

しようと思っております。出来るだけ取って綺麗な海岸に

戻すという事をしたいなと思ってます。昔はここでこれを焼

いたこともあるんですけど、今とても焼けません。以前ここ

で燃やした事があるらしいんですけど、そこそこへ火がつ

いて行ってなかなか水を掛けても２日も３日も消えないら

しいです。ですからもの凄くゴミをほかはります。 

 

● 川で遊ばないかん 

川を綺麗にするというのには川で遊ばないかんという

事で、掃除だけではいかんということで、とにかくよく川で

遊びました。これは徳島市の広報船でひょうたん号という

船で、今から９年ぐらい前に市役所が買った船です。市役

所の市の広報船です。これで私達の方は最初川巡りをし

たりとかいろいろしておりました。この時は第２と第４の日

曜日だけです。 

こういう様な船に乗って、これは私達が遊んでるんです

けど、とにかく陸上から見てもらったときに面白くして行こう

と言うことで、あんな船に乗ったらうらやましいなあというよ

うな形にしています。これは古い写真なんですけど、この

一番後ろで運転しているのが今もう辞めてしまったんです

けどマイクロソフトの総括部長をやってた板東直樹です。

この前行ったらもう辞めてしまってるんですけどこちらが前

ＮＨＫにおった竹内記者です。えらい変わっとる人で、だ

いたいうちが変わっとると言う人はもの凄く変わっとんです。

カンボジアの時の一番最初にＮＨＫで派遣された人です。

カンボジアの、自衛隊が行った時の最初に派遣された人

です。変わった人がようけおりまして、この人とこれが夫婦

で、この夫婦も変わっておりまして会うのが２年に１回ぐら

いの夫婦です。なかなか片っぽ東京におるんですけど片

っぽは徳島でデザイナーしておるんですけど、最初のう

ちは１月に１回ぐらいだったんですけど今たぶん２年で１

ぺんぐらい会う夫婦になっておるわけです。変わっており

ます。 

 

これは私達の方の船のクイーンリバー号、１４人乗りに

なっておるんですけど出来るだけ楽しく乗って行こうという

事にしております。３，４年前に県庁の人も皆乗って下さ

いと言って色んな人に各課皆乗っていってもらったんで

すけど、林業振興課の人に乗って貰った事があってその

時に、公務員の人はどうしても紺とかグレーの服が多いも

んですから、夕方ちょうど一番河口の所まで乗って行っと

る時に釣りをしとる人が見かけて、難民が乗っとる言われ

ました。難民が乗っとると。夜中の２時ぐらいまで警察から

取り調べがあって、本当ですか？本当ですか？といって

調べられたことがあります。出来るだけ船を楽しく乗って

貰いたいなということでいつも私達の船はこういう遊べるよ

うにしております。 

 

● 無料の川巡りをしています 

とにかく、この川から街を作っていこうということでこの

船をちょうど７年前に１隻買って、これは５年ほど前に買っ

たものなんですけど、この船２隻でひょうたん島の川巡りし

ています。川を活かした街づくりをしていくということで、お



客さんに無料で乗ってもらっています。最初の５年ほど前

までは毎週土日祭日であったんですけど、２年ほど前か

らは毎日出しております。ですから今日もお昼の１時から

４０分毎５回出してます。お金がないもんですから困るん

ですけどとにかく無料で、乗ってもらう、そして多くの人に

乗ってもらう。そして街づくりをしていこうという事でしてい

ます。料金取ったらと言ってくれるんですけど、これよりも

会員を増やしてやっていかないかんな、と。今行政の方も

非常に厳しいですから。私達の NPO も自分達の街は自

分達でつくるということで、出来るだけ行政にそういうとこ

ろは頼らずにやりたいなあと思っています。行政の方でも

１年間にこの船に対しては、２割ぐらいは補助金は出てい

ます。だいたい１年間動かしますと２隻であったら５００万

位はかかってきます。だから１００万くらいは市役所のほう

から負担して貰っています。私達の方が息切れしないよう

に市役所に頼みます、と言うてあるんですけど、できるだ

けがんばるようにして、街作りをしています。 

 

● ３千円のメリットは徳島が良くなること 

ここの辺りのへんも全部徳島の特産の青石をずーと貼

ってます。平成元年に水際公園が最初出来上がった時か

ら、ひょうたん島はずーっと常に青石を貼っておりまして

周囲が一週６㎞なんですけども、いつも工事をしている。

ちょっとずつこの青石を貼っていってます。徳島のような

お金のない所で、よくまあこんだけようけお金が使えるな

あと思うぐらい、この川にはお金入れてます。３ヶ月程前

に東京の河川課の人がおいでて川巡りをしたんですけど、

徳島はこんな所にようけお金を使うなあ、と。この護岸の

青石貼りがこの時、㎡５万円とか言ってました。今も一カ

所また青石を貼ってる所があります。こういうような川巡り

をしていくという事によって、行政の方もこういう形で応援

してくれています。ですから、私達の方の会に入った時に

３千円払ったらなんのメリットがあるんですか？ってよく言

われるんですけど、徳島が良くなるだろうという事は言っ

ております。近くの欲でなしに、大きく儲けていくと。もの

凄い欲張りになればというような形で、と思っています。ど

んどんこう、街が変わっていくのが分かるような気がしま

す。 

 

この台船は昨年の４月に作ったんですけど勿論これは

こういう所に置いたらいかん、私達の船は不法係留です。

不法係留なんですけど、全部無料で乗せておりますから

オンブズマンも普通だったら指摘して来るんですけど、も

の凄く応援してくれます。こちらの方の公園の方は車椅子

で降りれんのですけど、オンブズマンの方は、これは公園

に降りられる様にせないかん。そう言う様な形でオンブズ

マンの方まで応援してくれています。船も車椅子ごしでず

ーとこうして乗れるように改造しました。そういうような事を

しておると、今年の５月に建設省の方で、吉野川の本線な

んですけど、そこに船着き場を作ってくれました。車椅子

が充分乗れるようなところです。今月の２９日にそこの船着

き場から車椅子の人が３０名乗ることになっています。車

椅子の人とか、目の見えない人でも、もの凄く喜んでくれ

ます。船に乗りますと、誰も彼もが川を楽しめる様になって

きました。一般の人が、健常者がどんどん川巡りをしてお

りますと車椅子の人も乗りたいと。そしたらそういう形で船

を乗れるようにしていきますと、行政の方もそういうような

形でどんどんとこういう船着き場を作ってくれます。 

 

徳島、８月の１２，１３，１４，１５と阿波踊りなんですけど、

阿波踊りをもっと１年に４日じゃなしに毎日、長いこと使え

るようにという事で、こういうような阿波踊りの練習の時に船

を出しました。阿波踊りの練習はいつも、このひょうたん島

の周りの公園で５月ぐらいから始まってきます。そして川

で船もずーとその時一緒に回って、船の中も一緒に踊る

というようになります。５月からであればこういう様な形で、

普段阿波踊りの時は着物を着ておるんですけど、練習風

景を一緒に楽しんでいきます。このちょうちんも、やっぱり

ちょうちん付けないかんということで私達の方の会でちょう

ちんを付けております。 

 

昨年の写真なんですけど、阿波踊りの時は一日千名く

らい乗せます。４日間で４千人～５千人ぐらい乗っけるだ

ろうと。その時はここの船着き場から出てわずか１０分くら

いで交代して貰っておるんですけど、４時ぐらいから乗り

まして、１０時くらいまで、大体約１日千名くらいの人が乗

ってるように思います。全部名簿を取っておりますので、

ずーと集計してみますと、だいたい１年間に乗る人数は３

万人ぐらいで３分の１県外の人が乗っております。ものす

ごい人が喜んでくれます。ちょうどこちらの方が新町橋と

なっているんですけど、これもここの所に浮きステージが

ありまして、どんどん川が綺麗になっていく、イベントも住

民の方でやって行きますと、行政の方も力を入れましてこ

こへこういう様な舞台を作ってくれました。ここの方はずー

っとボードウォークになって、ボードウォークは周辺の商

店街の方で高度化資金を借りてボードウォークにもなって

ます。 

 

長さが１５ｍで、この一番広いところで６ｍ。こちらが５ｍ。

狭いところが３ｍ。こういうような台船を作りました。今年の

７月に作ったんですけど、阿波踊りの時に１１０名くらいが

この上に上がりました。もちろん１１０名がいっぺんに踊っ

たりは出来なんだんですけども、かなり丈夫な台船です。

水際で遊ぶ幅が広がればということで、いろんな物が出

来るという事で、こんな台船こしらえました。ここで宴会を

するとか、台船の中にいろんな物が置いてありますので、



ここの上でパーティーをするとか、いろんな事が出来るよ

うに、また、水際が違った形で利用出来たらなという事で、

私達の方で作りました。なんぼかかったかな、４００の３０

万ぐらい。だったと思います。もうお金無いんでこれリース

でずっと払っております。こういう様な台船が出来て、この

後でこれを使って阿波踊りをして、この前この上で観月演

奏会もしました。雅楽の演奏会をしました。 

 

● 花を植えています 

ちょうど新町川のひょうたん島からちょっと入った所に、

田宮川という汚い川があるんですけど、ここの所にこういう

土の所が３００ｍぐらいに渡って残っております。ここにこう

花を植えようという事で、これはもう最近の写真と違うんで

すけど、最近はここは全部紫陽花になっております。平成

２年の５月から毎週日曜日ここに来ております。毎週日曜

日、朝６時です。６時から一応９時ぐらいまで。こういう花を

植える時は沢山人来るんですけど、草むしりだけの時は

あまり人は来ません。それでも、今は８名位来ます。８人位

でずーっと草むしりをしたりとか、土手の手入れをしており

ます。こういう土の所が本当に無い所で、対岸は全部コン

クリートになってます。この土の良さを見てもらったりという

ことで、汚かったんですけど、こういう形で花を植えており

ます。 

 

毎年６月になりますとここにずーっとライトアップしまし

て、ライトアップといっても、裸電球ずーと付けてあるだけ

なんですけど、６月から７月までの間はずーっとこういう様

な形で電気を付けます。皆が「何かいな？」と思って見に

来てくれます。紫陽花が１２００株植えてあります。なかな

か電気代ってどこでもくれんのですけど、ここの家の人が

全部ずーっと１０年間全部電気代をくれます。ここの家か

ら電気を引かして貰っております。ここの花に水をやるの

もここの家からもらってます。ここはちょうど地下水があっ

て、ポンプで、ここで水をやるんですけど、朝から晩まで

付けたりするもんですから、ここの家のポンプ、もう３回くら

いネギました。それで３０分位したら休ましてくれというよう

なことを言われております。それでもこんな電気をくれたり

とか、近所の人がこういう形で負担してくれます。 

 

● 常に遊びを入れています 

ここの所に１５坪くらいの駐車場がありまして、毎年そこ

ではいつも７０名から多いときは１００名位でいつもこういう

「紫陽花パーティー」をします。こういうような川掃除をする

とか土手の手入れをするとかいうと、なかなか皆寄って来

にくいとこがあるんですけど、常にこういう様な遊びを入れ

てます。月に２回はだいたい何かの形で遊ぶような事が

多いです。女性がだいたい半分ぐらいおるんかな、色ん

な人がおります。そういう形で常にパーティーをしてます。

ま、会員が２５０名ですから、もう何でも良いから１年に１回

は参加して下さいと、総会の時だけでもいいし、宴会の時

だけでもいいし、という形でしてます。掃除をする時も一

つも連絡はしません。来たい人が来るように、という事で、

そういう形でずーっと続けております。こういうような遊び

の時はハガキで連絡をしてます。 

 

これは３年程前から始めたんですけど、先ほどの新町

川水際公園からずーっと下流の所に、漁港がありまして、

漁業組合が「とれとれ市」というのを月に一回します。それ

で私達の方の船がお客さんを積んで漁業組合の方まで

行っております。水際公園の方から無料でお客さんを運

んで行きます。この前の第２の土曜日にも行って来ました。

最初は、８時くらいのオープンだったんですけど、最近は

漁業組合の方が１０時のオープンになっておりますので９

時半頃行きます。この前の土曜日は１０名ぐらいが乗って

行きました。会員は、この子がちょうど高校２年生くらいだ

と思うんですけど、小学校の３年生くらいから入ってきてこ

ういう形でしています。小学校の時から船の無免許ですけ

ど、船の運転はしておりました。それで高校生なんかでも

今沢山入ってきております。これが徳島の方の「とれとれ

市」です。魚は安いことない、高いなあと言われるんやけ

ど、ここの漁業組合で前日にとれた魚を出しております。

非常に新鮮な魚でずーっと出して３年余り続いておりま

す。 

 

● ずーっとイベントを続けています 

川を綺麗にしていくという時には、掃除とか花だけで無

しに遊んでいかないかんということで、これも平成元年か

ら「新町川ラブリバーフェスティバル」というのを作りまして、

ずーっとイベントを続けております。新町川を守る会より先

に出来たんですけど、新町川ラブリバーフェスティバル実

行委員会を作りまして、ずっとイベントをしております。 

ボートレースをしたり、いろんな事をするんですけど、

平成元年の時には市役所が３００万の予算、県が３００万

の予算私達の方が企業から集めて来るんが３００万で、全

部で９００万ぐらいでしとったんですけど、市役所もずーっ

とこの１０年間補助金付いとったんですけど、減りながらも

続いとったんですけど、今年から無くなってしまいました。

それでもやめるわけにもいきませんので、ボートレースと

かは私達の方の会だけでやっております。今年も７月にこ

の新町川ボートレースをしました。最初は優勝２０万円だ

ったんですけど、賞金はだいぶ減ってきたんですけど、

川を知ってもらおうという事で、汚いときもあったり綺麗な

ときもあるんですけど、とにかく水に触れてもらおうという

事でしております。１年に一回はこのラブリバーコンサート

という形でとにかく水を見てもらおうと言うことで、こちらが

新町川になってます。こちらが新町川水際公園で、ここの



所でいろんなイベントをずーっとやっております。やはり

誰か中心になってずーっと続けておりますと、私達以外の

者もイベントをしてくるようになってきます。ですからどんど

んこう、川が綺麗になっていきます。見ていくと綺麗になっ

ていくようです。大潮の時だったらここの池の中へずーっ

と水が入って来るぐらいまで水面が上がってきます。新町

川の干満差は一番大きいところで、２ｍ位です。川の深さ

がだいたい約３ｍ位。真ん中３ｍ位です。 

 

屋形船と邦楽の夕餉、これ私船頭しておるんですけど、

屋形船と邦楽の夕餉というのも７月の１５日～８月１５日ま

で大体その間で毎週金曜日してます。お盆の間は１２，１

３，１４，１５としますので、約１０回ぐらい。もうこの船古くな

って廃船なったんですけど、ここに乗っておる三味線の

お師匠さんが３年程前に８４０万寄付していただきまして、

新しい船を購入しております。 

 

先ほどの新町川水際公園の新町橋の所なんですけど、

ここでもこういうような形でファッションショーをしまう。ファッ

ションショーは今までで３回程しました。このひょうたん島

の周りでファッションショー といったら、どんどんお客さん

が見ながらずーっとお客さん一周で見てるんですけど、

モデルが変わって行くんですけど、モデルでなしに、今

度お客さんが変わっていくように、モデルはずーっとひょ

うたん島の周りで何カ所かでやっておると。お客さんが船

で回ってくるような、ファッションショーをしてみたいなぁと

も思っております。この前はポーランドの人がここでファッ

ションショーをしておりました。 

 

これ、雅楽の演奏会なんですけど、徳島の阿波雅楽会

っていうのと、日本雅遊会があって、それが奈良から来て

くれております。奈良から１０名位、徳島から１５名でこうい

う様な形で雅楽の演奏会もしてます。水際でいつも中秋

の名月の時にやっております。今年は中秋の名月の時は

出来なくて、それより１日遅れた十六夜の月にこの観月演

奏会をしました。常に川の所でこういう様な演奏会をして、

なんと無しにいつも水を見てくれ、という形でしておりま

す。 

 

これも４回目か５回目なんですけど、ひょうたん島川祭

りというのをしてまして、これはカヌーでずっとひょうたん島

を回っていきます。カヌーが１００艇位あって、初心者にも

乗ってもらっておるんですけど、実際昭和の４０年５０年で

だったら、ここでカヌーなんてとても出来るようなもんじゃ

無かったんです。これがどんどんとまぁ、カヌーをする人も

ここでやってみようかというような川に変わってきました。

夏はまだまだ汚いですけど、冬になってくるとこれがどん

どんどんどん綺麗になっていきます。昭和４０年であれば

ＢＯＤが４０～６０あったと思うんですけど、今はＢＯＤが３

ppm 位になってます。ですからだいぶ綺麗になってきまし

た。 

 

クリスマスになりますといつも県庁前で、これはヨットクラ

ブがしてるんですけど、徳島は県庁前にヨットハーバーが

あります。そこでこういう形でヨットにイルミネーションを付

けて、ヨットのツリーが徳島の冬の風物詩として出しており

ます。これはずっと定着しております。 

 

● サンタが川からやってくる 

その時には、これも８年程続いておると思うんですけど

徳島は雪はほとんど降りませんので、サンタが川からやっ

てくる、という事にしてます。で、私達がサンタクロースに

なりまして、こういう風に川からプレゼントを配っていきま

す。約３万点位の商品を集めてきまして、それを３千の袋

に入れて、一日千ずつ配って行きます。最初の内は中身

が悪くてようけ捨てられとったんですけど、今はもう中身が

だいぶ良くなってきましてあまり捨てる人が居なくなりまし

た。やめたくても「今年はいつ来るんですか？」というよう

な事がよく言われて、もう止めることが出来なくなってます。

サンタクロースのなり手ももの凄くおりまして、若い人がこう

いう形でどんどん入ってくるし、このひょうたん島の周りの

家もだいぶこう、クリスマスの時には装飾を、イルミネーシ

ョンでライトアップするようになってきました。そして川縁の

家は大きな特製の靴下を吊ったりとか、そこでクリスマスの

会をしたりとか、色んな事を川縁でするようになってきまし

た。まぁ綺麗に飾ってくれてる所には３年ほど前かな、カ

レー事件があった時だと思うンですけど、クリスマスケーキ

を配ってきた事もあったんですけど、明くる日食べてない

から「これはこういう理由で配らさしてもらいました。」という

ような事を話した事もありました。ずーっとこういう様なこと

をしていきますと、クリスマスの時子供が川縁をもの凄く楽

しんでくれます。 

 

昭和３２年位までは徳島市も県庁前で寒中水泳があっ

たんですけど、川が汚れてきてとても泳げるような状態じ

ゃ無かったもんですから、４０年間寒中水泳無くなってし

まいました。それでこれ、４０年ぶりに復活した寒中水泳で、

復活しましてからずっと毎年１月の１０日位に寒中水泳し

てます。約３０名位が参加をしまして、新町川のとこで寒中

水泳してます。夏の間は汚いんですが、冬であったらまぁ、

どうのこうの泳げるかな～という事で、水も綺麗になった証

拠というような事で寒中水泳をしております。また来年も１

月の１０日位に、だいたいエベスさんの時にだいたい寒

中水泳してます。 

 

これは先ほども話したんですけど、新町川を綺麗にす



るのには吉野川をせないかんという事で、「吉野川のクリ

ーンアップ大作戦と吉野川フェスティバル」というのをやっ

ております。これも平成元年からずっと吉野川フェスティ

バルはあるんですけど、私が実行委員長を引き受けてか

らは６年目位です。その時から吉野川の一斉清掃もしてま

す。吉野川の一番下流の所から、吉野川の河口から８０

㎞先の池田くらいまでも掃除したこともあるし、今は１０㎞

位の間、河口から１０㎞位の間を掃除するようにしてます。

５カ所位ポイントを決めまして、そこへ皆が集まって掃除を

します。約７千名位の人が集まってくれます。行政が集め

るので無しに、新町川を守る会というので人を集めてます。

だいたい人が集まる時というのは行政が動員掛けて集め

るんですけど、私達の方で掃除は集めています。これは

その時毎年来てる、やはり徳島県の遠藤知事です。 

 

吉野川のゴミは結構ありまして、これで４ｔ車で７、８回。

１つの会場でこれぐらいのゴミは集まっていきます。それ

でも大分減ったかな？というような気はします。新町川の

ゴミと比べて同じゴミでもこちらの方は川の水が綺麗なだ

け、流れて来ている距離も長いもんですから、ゴミそのも

のは大分綺麗なゴミがあるように思います。１年に一回だ

け７月の一番最初の土曜日にしてるんですけど、吉野川

フェスティバルの時は全県的な形で清掃しております。そ

の時はとにかく川を知ってもらおうということで、徳島市の

人でも、吉野川を知ってますか？と言ったらほとんど知っ

てるんですけど、水に触れたと言う人が今少なくなって来

ています。それで、この時はいつも吉野川でこういう様な

形で船を出しております。ヨットはこれ、マストを倒して持

って中に入れてきておるんですけど、Ｊ２４です。そこでヨ

ットレースもしたりとかしております。 

 

これも私達の船なんですけど、これは屋根があるんで

すけど、最初は川巡りしておった船は全部この屋根があ

ったんですけど、新町川とかすけとう川、ひょうたん島とい

うのは非常に橋が低いもんですから、橋桁が低いもんで

すから、この屋根を付けることが出来ません。それでもう、

屋根は外してあります。とにかくこういう形で吉野川で川巡

りをして、皆に水に触れてもらっております。 

 

ちょうど上流の１０㎞先に第十堰きがあって、そこからの

「スイムマラソン」というのと、それから、「吉野川の横断と」

いうのをしてます。やはり子供に川で泳いでもらおうという

事で、横断レースもしています。非常に川で泳ぐのも危険

なんですけど、できるだけ川に触れてもらおうという事でし

てます。昨年、表彰式をしておる時にうちの主人がおりま

せんと言われて、探したら、まだ２㎞先の川の所泳いでお

られた時がありました。平成元年の時これ始めた時には、

泳ぐ人１人に対して船１隻付けてくれというようになったん

ですけど、今は１０人に対して船１隻ぐらいですから、１０

㎞先から泳いで来ますともう、５００ｍ位の所を船１隻で見

てますから、実際に溺れた人があってもわからんかなぁと

いう気がします。今まで事故が無かったんが不思議だなぁ

と、とても行政ではできん離れ業なんですけど、水泳協会

とか、私達の方でやってます。なかなかこれは危ないなぁ

といつも思います。横断レースでも子供はだいたい行ける

んですけど、大人は泳ぎだすと、１０ｍ位泳ぎ出すともう危

険や、という人がおりました。何しに参加したかわからん様

な人もおるし、目的地まで、ゴールまであと１０ｍだという

所でブクブクと沈むような人もおりました。大人の場合はな

かなか泳いでもらうのが大変です。横断レースは１㎞の所

は、子供の場合はだいたいスイミングクラブでおって綺麗

に泳ぎきると思います。それで、泳いだ子供はすごい自

信になりますので、続けております。会場の中はだいたい

こういう形で河川敷の所でビアガーデンをしておるんです

けど、椅子の数が１２００か３００位あります。こういう川風に

吹かれてもらうと。川の風は気持ち良いなという事を感じ

てもらえたらということでビアガーデンを開いてます。 

 

●上流のところ全部山は荒れております 

今年は、杉の木を河川敷に植えたんですけど、杉の間

伐材を持ってきまして置きました。公園の方の管理事務所

にあまり詳しく言っておりませんでしたので、管理事務所

がこんな杉の木が立ってビックリしておりました。電柱を掘

る機械で掘ったもんですから、大きな穴が河川敷にあきま

して、途中で止めれんもんですから、計画をきちっと言い

ますととても許可くれんと思いましたので、後はきちっとや

りますからだけ言って掘らしてもらいました。こんな大きな

電柱を掘る機械で深さ１ｍくらいあります。杉の木は、間

伐材は６ｍ位で１ｍ位埋めてあります。とにかく今上流の

所全部山は荒れております。緑は沢山あります、見るとも

のすごく緑はいっぱいなんですけど、緑の砂漠と言われ

るくらい杉の間伐が出来ておりません。それで間伐が出

来ておりませんから太陽光が下まで当たりませんので、土

がそのまま、表土がそのまま出てきております。雨が降る

とそれが土が全部流されていくと。杉の間伐が出来ており

ますとお陽さんが当たってそこに下草が生えて来るんで

すけど、そういうような山が少なくなっております。ですか

らここで、間伐をしようという意味を持って杉の木を立てま

した。 

このイベントは今年は高知からも沢山の人が一緒に参

加してくれました。来年は香川県の人とか、愛媛県の人と

か一緒にやりたいなぁと思っています。吉野川っていうの

は、四国を１つにしてるのは八十八カ所と吉野川、とがあ

ると思うンですけど、高知県が源流でそれから愛媛の方

にも水が行ってるし、香川の方にも水が行ってます。もち

ろん徳島の方は一番下流ですから来てるんですけど、吉



野川を考えるときに流域全部で考えていかないかん。そ

れと下流の方はもの凄く恩恵を受けておるんですけど、

上流の方は非常に困っております。過疎と高齢化で山が

なかなか荒れ果てておりますので、私達の方も２ヶ月に一

回ぐらい高知の方の上流の方へ行って、山の人と話し合

いをしたり、一緒にする事をしてます。山の方も２ヶ月に一

辺くらいこちらの徳島の方に来ますので、一緒になってや

ろうと。ダムのこの糊面の所に花を、草を植えたりとか、山

の方はいつでも行ったら貸してくれますので、この前上流

の山の方で話したら１００年ぐらいであったら貸してあげる

でよと。ほな貸してもらおうかな、ということで、この１１月の

１０日に山を見に行くようにしております。 

 

川が綺麗になってきますと、ボードウォークがこれ５年く

らい前にオープンした時なんですけど、ここがちょうど赤

い所に今レストランがあるんですけど、この時はまだレスト

ランが無かった時です。最初にこちらの川の、駅側に水

際公園が出来た時に、こちらの方の側の家はもの凄く汚

かったんです。こんなに水際公園が綺麗になっても対岸

がこれじゃあ何もならんなぁと、皆が言ったんですけれど

も、今はもの凄く綺麗になってきました。ここもレストランが

出来てきました。かなりのお客さんが入っております。バ

ードウォークはここら辺りの商店街の人で高度化資金を借

りて作っております。 

県の方でも、これは新町橋なんですけど、この下のア

ンダーバスの所に、こういう様な所にこんな窓を作りまして、

「満ち潮水族館」。これ今は潮が引いておりますので満潮

になりますと、水がこの辺まで来ます。そしてここからこう

覗きますと、魚が泳ぐのが見えます。魚も何十種類も今は

おります。だいたい見えるのはボラとかスズキが多いんで

すけど、だいたい魚が見えます。冬場になってきて水温

が下がると魚の動きが悪くなりますのでちょっと見えにくい

んですけど、夏場になるといつも魚が見えます。 

 

川もどんどんと、船を回したりとかイベントをしていきま

すと、行政の方も非常に力を入れてきます。今これ徳島

駅の裏っ側になってる所なんですけど、こういう様な、これ

は完全な船着き場じゃ無いんですけど、こんな様な船着

き場も出来てきました。これはちょっと出来の悪い船着き

場で、これでは付けれんのですけど、県の方で船に乗っ

たことのない人が設計するもんですから、どうしてもこうい

う様な物になってきます。それでもまぁ一歩前進かなぁと

いうような事を思っています。この他にももう一カ所今建設

中の所があります。これは多分綺麗に出来るだろうと思う

んですけど、やはり川巡りをしていく、そして船を無料で

動かすという事が非常に大きな効果があって、無料です

からここをこういう様にして下さいああいう様にして下さい

とかいう提案をして、案外と行政は言うことを聞いてくれま

す。そして今もまた新しく、これはもう県が直接作りました

ので、この時もなかなか話しに乗ってくれなんだです。今、

出来てるのはかなり綺麗なものが多分出来るだろうと思い

ます。これでも一歩前進かなぁと思う…まぁここに一つポン

ツーンを付けなんだら乗り降りが出来んのですけど、まだ

この公園が完成しておりませんので出来たらまたここから

も人を乗せるようにしようと思っています。 

 

● 寝転がって川が見える 

これ今の徳島駅の裏っ側の所なんですけど、２年ほど

前まではずっとコンクリートの普通のパラペットであったん

ですけど、ずっと下に青石を今貼って、土手を低くしまし

て、パラペットを低くして、この上ずっと土の土手にしてい

ます。これも寝転がって川が見えるようにしませんか、とい

うことで、約３００ｍ、４００ｍ位の間、すーっとこういう様な

土の所が出来ました。まだ完成して無いんですけど、ここ

は寝転がって川が見えるようになってます。やはりこういう

様な所を作ると、非常に面白いかなーと思います。 

ちょうどこの所ぐらいに徳島駅があるんですけど、徳島

駅に着いたらすぐにこの、ここに道を付けるというのがある

んですけど、道で無しに運河を掘っていって、徳島駅を

降りるとすぐに船に乗れると。そしてそこの運河の所に市

民が寄って来るような街にしませんか？というようなことは

提案してるんですけど、これはとても出来んだろうと思い

ます。 

 

これは建設省が作ってくれた船着き場です。ちょっと角

度が悪くて、分かりにくいんですけど、こういう様な船が２

隻入るようになってます。今年の４月に作って、この７月か

ら船を置くようにしてます。大平所長というのが、徳島事務

所の時に、国土交通省の大平所長というのがおりまして、

第十堰きの時に来とった人ですから非常にすごい人だっ

たんですけど、その人が船着き場造りが、ちょうどうちの船

のちょうどの高さに合わせた形で船着き場を作ってくれま

した。２隻置けるんですけど、何千万じゃ無しに、億のお

金が掛かったような綺麗な船着き場が出来てます。それ

で管理契約をこの７月に結びまして、建設省と私の方で

結びまして、ここを、船を利用するようにしてます。今度初

めてこの１０月の２９日に身障者、車椅子の人を３０名乗せ

るようにしてます。これは車椅子で河川敷まで来て、直接

船まで車椅子で乗れるようにしてあります。どんどん川巡

りをしてますと、行政の方もこういう様な物を作ってくれる

んだなあと思いました。建設省の船もこちらの方の陸上の

所に１つ置いてあるんですけど、動いた所を見た事がな

い。動いた事がないような船が建設省にあるんですけど、

わたしたちの方の船着き場を、私達だけって言ったらいか

んのやけど、こんなのを作ってくれました。役所の船着き

場を使うのはちょっと不便なとこあるんですけど、前の月ま



でに一艘で乗るという計画書を出してくれと。済んだ後は

報告書を出してくれと言うから、もう難しい。使いにくいん

ですけど、使わなんだら向こうも誰も人がないから困るん

だけど、難しいことを言われております。これを私達の方

で今使っています。今年の吉野川フェスティバルの時は

ここで、ここから利用さしてもらいました。 

 

これは徳島の県庁前からずーっと水際公園が続いて

おるんですけど、まぁ２㎞くらいひょうたん島の一角で、徳

島県庁前から上流２㎞位まで「光景観創造事業」というの

を県が始めました。この計画というのは、最初から、計画

段階から住民が入っていくというようなんであって、徳島

の土木では非常に画期的な事であったんです。それで、

計画段階から入って色々光景観創造事業をやっていこう

という事で、２年位前に始めました。計画段階から住民が

入るいうてしたんですけど、５０人集まると、県の人が３０人

余りおって、一般の人は１０名少々位。新聞からはよく叩

かれまして、住民参加でしよるや言っても一つも住民おら

んでないか、といって新聞に書かれたこともあるんですけ

ど、どんどん進めていきますと、今いろいろしている事は、

今度は５０人ほど集まると、住民の方が４０名位で行政の

人が１０名位。それでこの水際公園の所のライトアップ光

計画創造事業というのがこの２年ほど前から始まりまして、

だいぶ進んでまいりました。 

 

これはちょうど徳島駅から来た所なんですけど、去年か

らこういう様な形でずっと川縁をライトアップしていきました。

これは松下電工かな？松下さんが引き受けて、この電気

の工事をしております。約２㎞位で、この公園のライトアッ

プするだけで無しに、周辺の公園も全部整備していこうと

いう事でやってます。やはりそれにも住民が出来るだけ参

加しております。 

 

なかなか住民参加といっても難しいもんですから、ここ

に一つ先ほどの大きなライトアップした、川縁の上の所に

こんな公園があるんですけど、幅が６ｍで長さが４０ｍ位。

こちらとこちらに２本あるんですけど、そこへ花を植えまし

た。県が工事をしていく、その時にただ会に参加しただけ

ではいきませんので、それの進捗状況と一緒に私達の方

も花を、一緒に住民が花を植えていこうじゃないかという

事でしています。これ、サルビアとか全部で１万位植えて

います。ちょうどここの土の所がお金が無くて植えることが

出来ませんでした。それで去年の春からずっと今も花を

植えています。住民が自分達でお金を出し合ってきて植

えていく、最初の時に県庁で２０万くらいくれたんですけど、

あとは私達の方でしてます。 

 

私達の方では常にこんな様なパースを書いてもらった

りして、わりと提案をしていきます。これちょうど県庁前に

渦潮ビールって出来たんですけど、これは公安の方へな

んですけど船着き場を一つ、こういう形で船を付けるよう

にしませんか、という事も言ってます。なかなか公安の方

は聞いてくれんのですけど、出来るだけ長いこと言うよう

にしています。１ぺんや２へんであかんけど、だいたい１０

０片くらい言いよりますと、だいたい出来てきます。今、公

安の所にもこういう形でなんか船着き場を作って、この渦

潮ビール行けるようにしませんかとか、いろんな形で提案

しています。今一番下流の河口の所に、マリンピア沖州っ

てあるんですけど、そこに和歌山に行く船がずーとあった

んですけど、車で全部大阪の方へ行けるようになって、来

年の１月で全部そこの港から出る船が無くなります。そこ

で今私達の方で大きな台船を作りまして、そこで徳島の魚

を食べてもらえるようなところ、「紀伊水道料亭徳島海座

敷」というのを作ってみようということでNBO の方で計画し

てます。今計画しとるのが、長さが６０ｍ、幅が２０ｍぐらい。

そんな台船を中国でこしらえて来た人がおりまして、県庁

の方でその船を置いたらいかんと言われとる人がおります

ので、持っていく場所が無いだろうと思いますので、それ

を借りてそこでやろうかなと思ってます。徳島、海座敷とい

うようなもんもやはりしたいなあと。約２千万ぐらい掛かりま

すので、最初の１ヶ月間はただ魚を入れてもらって、１ヶ

月間は人件費もただにして、お酒も１ヶ月ただにしたら、

だいたい２千万ぐらい浮くんじゃないかなってな計算をし

てます。いろんなイベントをしてるんですけど、新町川を

守る会では、年間で８千万から１億くらいのお金を使って

るんじゃないかなというような気がします。出来るだけ皆か

ら集めて、そして街づくりをしています。 

 

● 黙ってゴミを拾う 

スライドはこんな所なんですけど、どんどん、こう住民が

先頭に立ってやっていくと、街は変わってきます。こういう

様にしてくれ、ああいう様にしてくれとか、ただ言うではや

っぱりなかなか難しいんですけど、どんどん掃除をしてい

く。やはり掃除が一番の決め手で、掃除は毎月一日と第３

土曜日、それから第１と第２の日曜日。その他に特にゴミ

がある時は掃除すると。ゴミがあっても、たとえ橋の上にゴ

ミが放り捨ててあっても文句を言ったらあかんという事を言

ってあります。僕のこと拾ってくれ、黙って拾ってくれという

ことにしてます。ですからその時にゴミを放ったらいかんと

言うと、今度反対におまえに頼んでないというような事に

なってきて、反感が出来てくるんですけど、ゴミを黙って拾

うっていう、それをずーっと続けますと、最低５年。１０年も

してきますと、もの凄く市民も変わってきます。ですから、

機械で掃除するんでなしに、大きなすくう物でやったらど

うですか？と言う人もあるんですけど、それよりも網でどん

どんすくっていく。そしてああいう様にして掃除している人



がいるんだから、放らんような街にしていく。そういうような

事になっていきますと、どんどん周辺のまちも変わってき

ます。公園の方なんかでも、ここの所はこういう様にしたら

良いん違いますか？というような事を提案をしていきます

と、行政の方もだいたいの事は聞いてくれるような気がし

ます。それであんまりこちらの方が言う通りになった時は、

責任を感じるんですけど、それでも、よくここまで出来たな

あと。それで、２、３年ぶりに人が来ても、良く変わったなあ

と皆ビックリしています。私自身でもここへこんなようけお

金入れてもいいんかいな、というような気がしてます。それ

でもやはり水の街というのを目指していけば非常に良いな

あということでしてます。 

最初に新町川水際公園ができた時には、こんな公園が

出来てもこんな水が汚いんであったら、こんなんしたって

どないもならんで、というようなことは言う人がだいぶいま

した。それで汚いときにはこの上を駐車場にしたらどうかと

いう事を提案する人も居ました。徳島新聞の方から、徳島

新聞の記者をしている人でここの上を駐車場にしたらどう

ですかと提案された事もあります。でも、どんどん川が綺

麗になっていくとそういうような事を言う人もすごい居なく

なりました。そして一緒に川の水も綺麗になって行くし建

物も川の方を向いて来るし、やはり建設省とか橋を架ける

場合でも、徳島の橋は良い橋ないんですけど、それでも

それなりに橋を考えてくれるようになってきました。ですか

ら、やはりまちづくりっていうのは、住民が先頭切って動い

ていく。そしてそうなって来ると、行政はやっぱり良くしよう

と言う団体と、私は思ってますから、ものすごく応援してく

れる。小さな街ですけど、会員も街が変わってくるのが分

かる様に思うし、こうやってやるのは、私達がいろんな事

を手がけていくんですけど、イベントも。やはり１人１人が

活き活きしてくる街を作っていきたいなあということが目標

です。そこの地域行って、観光とかやって、景色が良いと

言ってもなかなか１回しか行かんとだろうと思うんですけど、

活き活きする人がどんどん出来てくるというのが実際は街

づくりだろうと思います。それが格別で、山行く、海行く、

吉野川の中流行くとか言ってもの凄いしますので色んな

人がこれに係わってきて、その人が全部活き活きしてくる

ような気がします。今まだ途中なんですけど、だいぶだん

だんそういうような事がこう、変わってくるなぁというような事

を実感してます。今人とのお付き合いが希薄になってると

思うんですが、仕事の中でも仕事の中で人と付き合うのが

あるだろうけど、いったん外へ出てみますとなかなか人と

のお付き合いが少ない。ボランティアというのは、もの凄く

人が集まってきます。それも、いろんな形のボランティアを

しますと、高校生も入ってくるし、またずっと年輩の人もは

いってくるし、いろんな形で交流が出来てるように思いま

す。こういうような事をしておったからまたこんな大阪にも

来れたし、いろんな人にお付き合いが出来るというのが非

常にいいなと思ってます。  どうもありがとうございました。

遊んでばっかりですが、どうぞ質問して下さい。 

 

 

Ｃ： どうもありがとうございました。いろんな示唆に富んだ

話というか、いっぱいお話の中に入っていたというふうに

思うんですけれども、実は昨年度ですね、都市環境デザ

イン大賞っていうのをもらわれたわけですけれども、その

主催者っていうのは都市デザイン会議といいまして、都市

環境に関わる専門家の集団なんですけれどもね、全国で、

その会議から推薦されたものの中からですね、１位という

か、最優秀ということで、決まったんだけれども、みんなす

ごく何とも言えない、ほんとに良いと思うんだけれども、こ

れを１位にしていいんだろうかという、何でかって言うと、こ

れ、専門家の姿があまり見えないんですよね。我々という

か、専門家は一体何をしていたんだろうと。もう少し専門

家が世の中の役立っているというよなものにですね、ある

いは、共存してやってるというような所にですね、ほんとは

視点を当てたかったんだけれども、どうもそういうところに

いかなかったと。だけど専門家っていうのは往々にして特

にまちづくりというか、特に地べたを扱うようなものの場合

には行政とやってるわけですけれども、行政とのやり方と

いうか、付き合い方というかね、その辺のところでぜんぜ

ん、それが、普通であるのか本来であるのかも分かりませ

んけれども、忘れていたと言うか、そういう見直す視点とい

うか、そういうものが、もう一度見直されたというか、なんか

そんな感じかなあと思いますよね。普通はどうしても効率

とか、そういう事で決めがちだけれどもそうではないんだと。

長い目で見てどうなっていくのかと。だから３千円払えば

ゴミを拾う権利が与えられるて、何のメリットがあるんだと言

った時にその街が良くなるじゃないかと、それも５年１０年

かかって良くなるという話ですから、なかなかそこのところ

は役所とかそういうものとはまただいぶ違う話なんだと思

います。１０年以上やられていて現実に目に見えるものに

なっているという辺りがもう、すごいことだと思いますね。 

頂いた御経歴を見させていただくと、これアあってます

かねえ、生年月日は。＜あってます。＞ １９３８年生まれ

ですから、６３才でいらっしゃるんですかねえ。見た感じす

ごくお若くていらっしゃいますよね。やっぱり活き活きとさ

れているということ、そういう活動が関係があるのではない

かと思いますし、水に近づくとこう汚いものも見えてきて、

という所からスタートしているんだけれどもやっぱり人とも

近づかなきゃいけないなあとかですね、いろんな事に関

係する話しに繋がっていくなぁという事をしみじみと思いま

した。 

どなたかご質問ございませんでしょうか。 

 

Q： 最近ゴミを捨てるとですね、罰金とるという市町自治



体が出てますが、それに関してはどう思われますか？ 

 

中村： 私はそれはあんまり思わんのだけど、罰金とるとい

う方法はあまり好かないもんですからとにかくご、みを捨て

たらいかんという看板も新町川を守る会としては出さんよう

にしようと。とにかく気が付いたら気が付いた者が取ったら

いいじゃないかと、ゴミを集めたらいいという風に思ってま

す。まあ、こういう様なボランティアの団体は、私は、「思い

付きと、思い込みと、思い上がりと、思いやり」でいたら良

いと、思い付いたら直ぐにせんかと。ゴミが有れば指摘せ

んでも直ぐに取ればいいという形で、思い付いたらしようと

いうことです。思い込みは色んなイベントをするとかする

んですけど、自分で、こうやってしたらこないなるんだ。と

いうことを自分で思い込んで、先に絵を描かなきゃなかな

か出来んだろうと。そして思い上がりは、わし等じゃなかっ

たら出来んぞというぐらい思わなんだら、なかなか動いて

行けません。だけど最終的にはこの思いやりがなかったら

いかんのかなぁという事で、思ってます。とにかく、あまり

会議はせずに出来るだけ動いて行こうという事でしてま

す。 

この中で、お金集めるというのがなかなか大変なんで

すけど、吉野川フェスティバルとか吉野川でするイベント

にはやっぱり３千万～４千万位かかってきます。３千万か

かった時に県とか市とか環境事業団、河川管理財団、そう

いう所で一応１５００万円ぐらいは集めます。あとの１５００

万はビールの切符売ってます。ビール２杯で千円というの

を売るんですけど、７月の終わりにこのイベントをするんで

すけど、だいたい５月位から売っていきます。だいたい千

円の切符売っていきますと、半分は来ません。１５００万か

ら２０００万ぐらい売りますので、まあ２千万売れば１千万は

残ってます。そして来てくれた人も、１杯５百円ですから、

実際３百円くらいでいけますから、お金は残ってきます。 

まあ売るのに非常に抵抗があるんですけど、吉野川を

良くするために売ってるんだ、という事で、お酒飲まんとか、

これは高いとか、ここ行かへんとか言う人おるんですけど、

徳島を良くするという事で切符を買って下さいと。そういう

形で売ってます。うちの方の会員でもようけ売る人は１人

で３百万～４百万くらい売ってくる人もおります。会員は全

部一応１万６千円を割り当てて売るようにして、嫌な者は

みな戻してくれたらいいという事で、だいたい１万６千円を

売るようにしています。その内半分ぐらいは戻ってきます

けど、後の半分はだいたい買うてくれます。イベントとかす

るという時に趣旨がハッキリして、目的がハッキリしていな

いと、なかなか売れにくいと思います。売れない時はどこ

か自分達の計画が間違ってると。売るのも一つのイベント

だということで、まちづくりだということで売ってもらってま

す。この吉野川フェスティバルが７月の終わりなんですけ

ど、この１２月にもします。 

これは、“明かりと花のまちづくり”というのを、またこの

中心部、先ほどの水際公園辺りでやります。これは県の方

から宝くじの方の予算を頂きまして１３００万くれています。

これに私達の方であと７００万集めまして、一応２千万です

るという事でしてます。で、いつも県から委託を受けてする

時もくれたお金になんぼか足していつもかならずしていま

す。それでないとなかなか皆、真剣みが出てこない。そこ

は、１３００万くれてその中でしようと思うと、皆が応援する

気持ちも違ってきますから、住民参加のまちという事で住

民のお金を集めて来てする、そして集まらん時はどっか

間違ってるという事で、とにかく会員には売れと。皆売って

こい売ってこいと言って売ってもらいます。今年の年末は、

夏はビールなんですけど、冬はワインです。ワインの方が

だいぶ儲かります。ワインは１本千円のワインでそれを、コ

ップで６杯ぐらい取れますので、券は千円で２杯ですから、

来てくれても３杯儲かるようになってますから、それでもだ

いたい売ってもらってます。まちづくりということで買っても

らって。もうずーっとやってますから、だいたいまたかって

いう形で定着してます。県庁の方でもなんぼか売ってくれ

てます。市役所の方でも売ってくれと。それから一般の人

にも売っているという事で、売っておると何人か来るって

いうのが分かりますから、それでまぁ“明かりと花のまちづ

くり”徳島冬祭りとして。色んな形で住民参加に出来るだ

けなるような形でイベントをしてます。 

やはり今までは行政の方でも徳島でも電通とか博報堂、

徳島新聞と大きいところに任しておったんですけど、こう

いうようなんではなかなか街づくりにはなりません。住民が

していく方が、住民にノウハウが残っていくし、イベントす

る時、私はいつも弱い者ほど前に出て行かないかんと。

強いもんが前に出るとなかなか上手いこと行きません。役

所や行政、市役所がするとか、県がするイベントになって

きますと、それか新聞社とか大きいと所がしますと、うちの

方のアルバイト代くれるかとか、弁当代くれるかとか、皆が

取りに来るんですけど、私達の団体がしますとジュースも

いらんし、弁当もいらんし、お金も払わんでいいしという事

になってくる。ここの吉野川フェスティバルする時でも、日

頃ずーっと色んな事しておりますので、掃除なんの時に

来てくれる人もおりますから、３日間でボランティアで５百

人位来てくれます。ボランティアで全部運営しますので５

百人が来てくれますけど、人件費一切払わんでいけます。

あてにはならないけど、だいたい当日になったら集まって

来てくれています。 

そしてこのビール売るにも全部うちの会員が売るし、焼

き肉も、淡路バーベキュー大会もしています。今年は、こ

れは一つも儲からんのやけど、３千円の券で２千枚ぐらい

売りました。６００万ぐらいの支払い。これはうちの方は一

つもうちの会としては儲からんのだけど、肉が３千円と言う

たら３千円肉屋さんに払うんですけど、券を買うて来ない



人もおるけんね、それが儲けです。ビールは確実に、ビ

ールの場合は千円ですから、だいたい来ん人が多いよう

です。半分ぐらいは来んような気がしてます。いつも。 

 

Ｃ： 今のゴミの話ですけどね、ゴミを捨てるとかっていう話

しがありましたけど、ゴミを捨てるなって看板はけして美し

く無いですよね。あれ見ると嫌になりますよね。さっきゴミ

百選でしたか、ゴミを捨てるなという看板があったけど。う

っとうしいから捨てたのかも分からないですね。やっぱり

そういう看板も無くなりましたか？ 

 

中村： なかなか会もようけおったら難しいんですけどね、

でも黙々と取っていく。それが一番効果があるような気が

します。 

 

Ｃ： だけどね、あれだけやられていて、あんなにゴミがあ

るわけでしょ、我々大阪に住んでいて、一応、川もいっぱ

いあるんですけどね、取ってないと思えばどんだけ溜まっ

てるだろうなって、ちょっと恐くなりますね。 

 

中村： こら、沢山あるだろうね。ゴミってこっち側から見て

あるなと思ったら現場にまで行ったらもの凄くあるんです

よ。目で見てあぁゴミがあるなと思ったときにそこまで行くと

もの凄いゴミがあります。 

 

Ｃ：なんか恐い話ですね。 

 

中村： ゴミを少なくと言うだけじゃ無しにゴミを捨てないよ

うにっていうんですか、そういうのも大事にしようと言うよう

なことをしていかないかんと思ってます。こういうところの

良いところは、上流から下流までものすごく人が出来ると

いうことだろうと思います。山の人とも付き合っていけるし、

いろんな所に行って交流して行くんですけど、山行き海

行きするんだけど、交流の時はそこを良くしていこうって

いう気持ちが常に要るだろうなとは思ってます。そこを良く

していこう、良くしていこうというのは一番、自分を良くする

ような気がします。今、日本も海外へよく行くんだけど、昔

から思うんだけど、やはりその国を良くしようと思って行か

ないとなかなか最後には難しい違うかな思います。安い

から行くと言うようなんじゃ無しに、その国を良くしていこう

良くしていこうというような気持ちで企業進出がなされてい

かん場合は、最後は日本人がまた恨まれるような事になる

ん違うかなと思っています。相手をよくしようという気持ち、

そんなんが要るんじゃないかなあとずっと前から思ってる

んやけど。 

 

Ｃ：川からのまちづくりというタイトルですけれども川下から

川上、川上って行ったらもう山の上だという話しになってし

まうわけですね。 

 

中村： 新町川だけしとったらいい、とよく会員からも言わ

れるんですけどねえ、いろんな事する事がその場所にお

いて活き活きする人が出来てきます。これは私が責任もっ

て動いてますから、出来てきますから。花植える時でも人

がなかなか集まりにくいんですけど、花だけ植えるだけ、

朝６時から行って。それでも最初の３年で一人増えたら良

いなっていうつもりで始めました。そないに皆に来てくれ

来てくれと思わんととにかく３年間で１人増えたら良いなと。

次の３年でそれが倍になってくるという形で。ほんとに好き

な人を作っていかなんだら、来いよと言ってその時は来る

んだけど後がなかなか続きません。だから、私らの会も、

こんなになるとは思ってなかったんですけど、最初１０名

で作ったときに行政の方は直ぐに応援する応援すると言う

んですけど、最初は応援してもらわんでいいって言うた方

がお金は集まってきます。だいたい会を作ったときに直ぐ

に出来るより前からなんぼかくれますか、って言う話が多

いもんですから。こういう川の掃除だったら、行政のもんと

なっています。それでも応援は要りませんと、お金いりま

せんと言うた方がお金は最後に集まってきます。向こうが

絶対出さしてくれといって、２年かそこらしよると、そういう

風になってきます。私達の方も公務員の人が割と沢山入

っておるんですけど、こういう人があらゆる所で、ここでな

んぼで、ここでなんぼで…なんぼでもある所は皆探して来

てくれます。それで色んな所で補助金も申請するんです

けど、こういう所だったらこの人、こういう所だったらこの人、

だいたい４、５人おりまして、専門に申請する人がおります。

当然自分で申請してくれてる人もいます。役所の申請は

私達が申請してもなかなか難しいところがありますから、

挨拶には国土交通省でも、ちょこちょこ東京行ったときは

私寄っております。後継者はと言われるんだけど私もよう

け出て行きよるからそれはなかなか言えませんので、だい

たい１年の内３６０日くらい川におります。家にもおるんで

すけど、そういう所に出かけてます。だから後をせいって

言うのもなかなか難しいなあと思うんですけど、家も商売し

よるんですよ。これぐらい出かけて行きますと、家内も許し

てくれます。私の自宅の方も皆が集まれるような場所にし

てます。２０名位はいつも集まっていつでも酒が飲めるよう

な形で。誰かかれか来てます。今日も来るときは人が来て

おりました。会員が、女性が案外多いもんですから、昨日

も若い子が泊まって行きました。 

 

Ｃ： ご商売が靴屋さんだそうですけれども、それだけ歩く

と靴が減るんじゃないかと。さて、本日は、いろいろと笑っ

て聞いてるだけではいけない内容がいっぱいありました

が、そういう話を笑いの中でお話しいただきました。本当

に有り難うございました。 


